
令和 3 年４月号（通巻第１８１号）                                                          令和３年４月３０日（金） 

学校ホームページアドレス http://www.shimabara-h.ed.jp/ 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職種 氏名 教科 前任校等 趣味・特技等 

校長 岩橋 順弘 物理 長崎県教育委員会 スポーツ観戦、島原高校出身 

教頭 喜多 龍昭 体育 島原翔南高校 レスリング 

教諭 

後田 昌彦 世界史 口加高校 ガーデニング 

飯田 珠緒 国語 新規採用 美味しいご飯を食べること、オタマトーン、水泳 

清丸 峻 地理 新規採用 ピアノ演奏、散歩 

田中 茉優 英語 新規採用 読書、カメラ、ウクレレ 

石原 幸己 生物 福岡県から メダカ、弓道（四段） 

主任 外園 千晴 事務 五島南高校 映画、漫画鑑賞、片付け 

主事 蒲池 春菜 事務 新規採用 ドライブ、旅行、歌うこと、即興でハモること 

非常勤講師 本田 雄三 体育 島原第二中学校 スポーツ鑑賞（特にバスケットボール） 

 ４月８日、島原高校７６回生１７６名が入学しました。入学式は新型コロナウィルスの

影響により在校生が参加しないなど、いつもとは違う雰囲気の入学式となりましたが、多

くの保護者の方々のご参加をいただき、無事に入学式を終えることが出来ました。入学後

まもなくして、「品位ある生活態度と自律の精神を身につける」「相互理解を深め、クラ

ス作り・仲間作りに努める」「自学の習慣を身につける」という目標のもと新入生研修を

行いました。生徒たちは一日も早く一人前の島高生になるという気概を持って研修に取り

組んでくれました。この研修で学んだことを基礎として、生徒たちはこれから３年間の高

校生活を過ごします。学年団一同全力で生徒たちを指導していきます。ご家庭におかれま

してもご支援のほどよろしくお願い致します。 

 

 

 校長室から 校 長 岩橋 順弘 

１学年主任 村上 嘉則 

 

 

 
島高だより 

令和３年４月号 
（通巻第 181 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

令和３年度、新学期が始まりました。それぞれの人が、それぞれの想いを持って始業式

を迎えたのではないでしょうか。始業式でも話をしましたが、各自が目標設定をして、こ

の１年間を過ごしてください。限られた高校生活だからこそやるべきこと、やりたいこと

を考えて生活をして欲しいと思います。どのような生活を送るかは、あなた次第です。  

ところでセレンディピティという言葉を知っていますか。18 世紀のイギリスの小説家で

あるホレース・ウォルポールが『セレンディップの 3 人の王子たち』というおとぎ話を読

んで生み出した造語です。セレンディピティとは、「偶然に幸運を手に入れる力」あるい

は「予測していなかった偶然によってもたらされた幸運」という意味があります。  

2010 年にノーベル化学賞を受賞した鈴木章北海道大学名誉教授は記者会見で次のよう

に述べています。「セレンディピティという言葉は、大きな発見というのは偶然からやっ

てくるというような意味で使っていますが、幸運がやってくるというチャンスは人間、誰

にでもあるんだと思うんです。これはサイエンティストとかエンジニアだけじゃなくて、

銀行の人でも、商業をやっている人でも、記者の皆さんでもチャンスは皆に、ある意味で

平等にあるんだと思うんです。しかし、そのセレンディピティをうまく生かすことができ

るかどうか、そのためには注意深い心と、一生懸命やろうと努力する精神ですね。これで

はっきり言えることは、そういう努力をしていなければ、絶対幸運の女神が生まれること

はあり得ない、僕はそう思う、ということを学生には言っていました。」  

幸運は決して偶然に訪れるものではありません。誰にでも平等に訪れるチャンスをつか

み取るためには、何が必要なのでしょうか。失敗をチャンスに変えたり、訪れたチャンス

をしっかりとつかみ取ったりするためには、チャンスを見出す知識と常に課題意識をもっ

て物事を見ているかが大切だと思うのです。  

「歩行者信号機の青と赤はどちらが上にありますか。」おそらく、毎日見ている信号だ

けれども、意識をして見ていないとわからなくなってしまうのです。漠然と生活していて

も見えてこないものが多くあるのではないでしょうか。その意味でも授業や部活動では、

意識をもって臨むことが非常に重要だと思うのです。そして、そのような課題意識をもっ

て物事を見ていくためには、知識が必要です。知識がなければ問題点や課題が見えてきま

せん。チャンスを掴むためにはしっかりと知識を身につけておくことも大切な要素です。

そのような力を養ってきた人たちこそが、大きな幸運をつかむことができるのではないで

しょうか。 

高校時代は、そのような力を身につけていく大事な期間であり、  

授業や部活動を通して一生懸命努力し、常に課題意識を持って取り  

組んでいく姿勢をしっかりと身につけてください。それは激しく  

変化する社会の中を生きていくための力になるはずです。  

幅広い知識、問題意識を持って考える姿勢と努力する精神。君  

たちには「自ら考え、行動できる島高生」になって欲しいと願っ  

ています。  

 

 

礼法所作指導 新入生研修 
 

新入生代表宣誓 
『セレンディピティ』 ～幸運を手に入れる力～ 

 

５ 月 の 主 な 行 事 予 定  

６日(木) 中間考査時間割発表 

７日(金) 表彰伝達式 

12日(水) 中間考査（３年） 

13日(木) 中間考査（２・３年） 

14日(金) 中間考査（全学年） 

15日(土) 学年PTA・学級PTA（２・３年） 

17日(月) 早朝補習開始(1年)、再開（2・3年） 

    眼科検診（1年） 

19日(水) 歯科検診（２年） 

20日(木) 生徒総会 

21日(金) 歯科検診（１年） 

24日(月) 短縮40分授業（-６/２） 

     早朝補習休止（-６/９） 

26日(水) 交通安全講話（LHR） 


